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要旨（800 字程度）  

 中国の金融制度改革のうち、間接金融の要である銀行制度の改革は、総じて大きな成果を

挙げたと評価できる。改革の重点は、当初は、計画経済時代のモノバンク体制を「中央銀行を

中心に、多種多様の金融機関が併存する金融システム」に変えることに、1993 年以降は、「社

会主義市場経済の確立」という大目標の下で、商業性業務と政策性業務を分離することなど

に置かれた。 

 2001 年、中国政府は WTO 加盟に際し、5 年以内に同国銀行市場を全面的に対外開放する

と約束したため、同国主要商業銀行が外国銀行との競争に太刀打ちできるように、その経営メ

カニズムを改善することが重要課題となった。10 年程の時間をかけて行われた諸改革を経て、

中国の商業銀行は、同国の経済成長に必要な資金を潤沢に供給しながら発展し、資産規模

や利潤総額などで、世界ランキングで上位に入る銀行も増えている。 

 しかし、2010 年代半ば以降、中国経済成長の減速につれて、同国非金融部門の過剰債務

が問題視される中で、改めて銀行と借り手の関係が問われるようになっている。とくに地方を拠

点とする中小商業銀行のガバナンスの改善は重要な課題となっている。 

習近平政権は「金融が実体経済に貢献する」ことを強く求めているが、商業銀行はどうある

べきなのか。近年、少子高齢化と国際経済関係の変化が生じる中で、経済・社会の「安定」が

ますます重視されるようになり、銀行部門でも中央政府による統制色がやや強まっているように

見受けられるが、締め付けが行き過ぎて金融面のイノベーションを阻害することにならないか。 

一方で、徐々にではあるが金利の「市場化」や資本取引規制緩和の動きもみられている。 

1970 年代の日本とは事情は異なるにしても、中国でも「２つのコクサイ化」が進展しているよう

にみえる。この状況が後退する可能性は低く、金融の「市場化」の先延ばしには限度があるだ

ろう。金融の「市場化」を進めるためには、地方金融機関の再編が急がれる。 

 


